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     實 驗 的 家 兎 血 清 病ニ 就 テ

              (第1囘 報 告)

           岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

              森 下 亮 善

              [昭和12年8月12日 受稿]

Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata)

Uber experimentelle Serumkrankheiten von Kaninchen.

                 (I. Mitteilung)

                      Von

                   R. Morishita.

            Eingegangen am 12. August 1937.

Uber Serumkrankheiten wurde bisher von klinischer Seit viel berichtet, aber es

fehlen Arbeiten uber Tierversuche auf diesem Gebiet. Daher stellte Verfasser Versuch

uber Serumkrankheiten in systematischer Weise mit Pferd- und Rinderserum bei Kanin-

chen und Meerschweinchen an. Hier seien die Resultate kurz zusammengefasst an-

geben. Als Versuchtiere wahlte Verfasser weisse Kaninchen, weil die Rotung nach der
Seruminjektion und der Eautoedem auf beiden Ohren leicht bemerkbar sind.

   1) Von 92 Kaninchen bekam er positive Reaktionen in 57 Fallen nach Injektion
mit grossen Pferdserum intravenos, subkutan und intraperitoneal.

   2) Die notige Menge zur Injektion betrug uber 5cc pro Kilogramm des Versuch-
tiers, weil unter dieser Menge (3 od. 4cc) der Versuch immer negativ bleibt, und 5cc

Injektion zu 48%, 6cc zu 76%, 10cc zu 57% positiv reagiert.

   3) Es ist interessant, dass diese Reaktion nach bestimmter Inkubation auftritt,

nach 4 Tagen in 4 Fallen, 5 Tagen in 19 und nach 6 Tagen in 25 Fallen (Hochstzahl),

dann wieder abnehmend nach 7 Tagen in 7, nach 8 Tagen in 2 Fallen.

   4) Die positive Reaktion dauert uber 3 Tagen bis zu 7 Tagen und bei leichten
Symptomen bis zu 3 Tagen,

105



1682 森 下 亮 善

   5) Diese Reaktion schwankt je nach der Individualitat der Versuchkaninchen und

noch starker je nach den Pferserumarten. Aktives frisches Serum wirkt starker als

inaktives. Doch wurde positive Reaktion mit 3 Jahren alten Pferdsera erzielt.

   6) Nach Rinderseruminjektion reagiert das Tier etwas milder als mit Pferdserum;

durch beide Serumarten wurde auch beim Meerschweinchen positive Reaktion erreicht.

   7) Ausser Hautrotung und Hautoedem stellt man bei positiven Serumkrankheiten

des Versuchtiers Temperatursteigerung (2-3 C°) und Leukozytose fest. (Autoreferat)
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 血 清 或 ハ異 種蛋 白 ノ注 射 ニ ヨル皮 膚 反應 ハ

臨牀 上 必 要 ナ ル 問 題ニシ テPirquet1)及 ビ

Schick2)氏 ハ抗 血清 ニ ヨル 反應 ヲ研 究 シ,之

ヲSerumsickness又 ハSerumdiseaseト 命 名

セ リ.人ニ 於 テ カ カ ル症状 ノ惹起 セ ラルル 事

非 常ニ 多 クMackenzie & Hanger3)氏ハ 血

清 注射 後6乃 至12日 ノ 間隔ヲ 以 テ 出 現 スル

病 的症状即 チ蕁麻 疹,淋 巴 腺 腫,發 熱,關 節

炎,腎 炎ニ 於 ケ ル ガ如 キ浮 腫,一 時 的 無害 性

圓〓 尿 其 ノ他 時 々浮 腫ヲ 來 ス如 キ症 状 ヲ血 清

病 トシテ報 告 シ,尚 「血 清 シ ヨ ツク」トシテ氣

管枝 喘 息ヲ 記 述 セ リ,之 ハ血 管運 動神經 性 鼻

炎等ニ 於 テ見 ラレ,又 馬 血清 ノ第1囘 注射 時

ニ特 ニ多 ク,此 場 合 死 ノ轉歸ヲ 取ル 事屡 々 ア

リ ト報 告 セ リ.此 血 清 病 ガ 人間 ノ ミニ特 有 ナ

ル モ ノ ニ非 ズ シテ,實驗 動 物ニ 於 テ モ或 ル 條

件ニ 於 テ ハ惹 起 セ ラル ル モ ノナ リ.而 シテ 人

間 ノ血 清 病ニ對 ス ル文獻ニ ヨ レバ,此 血 清病

ノ起 ル率 ハ注 射 セ ラ レ シ抗 血清 ノ量ニ應 ジ テ

大 トナ ル.
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 然 レ共 實驗 動 物 ニ ヨル 時 ハ發 現 ノ觀 察ニ 不

適 當 ニ シ テ文獻 ニ モ 乏 シ.余 ノ實驗ニ 於 テ ハ

家 兎ヲ 主 ト シテ 使 用 セ リ.特ニ 耳 翼 ノ純 白 ナ

ル モ ノ ヲ選 ビ皮 膚 反應 ノ發 現ヲ觀 察 ス ル ニ 便

ナ ラ シ メ タ リ.

 Beclere A., Cambon and Menard4)氏 等ハ 猫 ニ

於 テ 大量 ノ馬血 清 ヲ注 射 セ シ後 種 々 ナル紅 斑,體

温 上 昇及ビ運 動失 調 ノ現 ル ヲ見 タ リ.又Pirquet

u. Schick5)氏 ハ1903-1905年ニ 人 ノ血清 病 ヲ説

明 シテ 曰 ク,人體 内 ニ一 種 ノ特異 抗體 新生 セ ラ レ

タル ニ因 ル モ ノニ シテ,過 敏 症状 ハ 即 チ 抗體ト 新

ニ注 射 セ ラレ タル造 抗 原 トノ結 合ニ ヨ リテ發 ス ル

モ ノナ リ.而 シテ該 抗體 若 シ血中ニ 存 在 セザ ル時

ハ血 清 病 ヲ發 スル コ トナ シ ト,Pirquet u. Schick

氏ハ該 抗體 ヲ生體 抗體(Vitale Antikarper)ト 命

名 セ リ.

 Thomsen6)氏 ハ馬 ノ血 清4乃 至6ccヲ 海〓 ノ

腹腔ニ 注 射 セ シニ 無 害 ナ リ ト云 ヒ,Remlinger7)氏

ハ馬 血清 ヲ1.0cc宛3乃 至4囘 注 射 セ シニ,海 〓

ノ過 敏 症ニ對 スル潜 伏 期 ハ1週 間 ヨ リ延 長 シテ1

箇 月 トナ レル ヲ實驗 セ リ.又Nicolle8)氏 ハ毎日2cc

ノ血 清 ヲ海〓ニ 注射 セ シニ 容 易ニ 過 敏 性 ヲ享有 ス

ルニ 至 ラザ リキ,其 ノ他Besredka9)氏モ潜 伏 期 内

ニ多 量 ノ抗 原 ノ再 注 射 ヲ行 ヘ バ潜伏 期延 長 スル ヲ

敍 セ リ.Fleischer u. Jones10)氏 ハ馬血清 ヲ大量

ニ家 兎ニ 注射 シ血 清病 トシテ如 何 ナ ル徴 候 ヲ出現

スル カ ヲ觀 察 セン爲 注 意 シテ 朝タニ一 定 シテ觀 察

シ特別 ナル場 合ニ 於 テ ハ 夜間ニ 於 テ モ觀 察 セ シニ

馬血 清 ノ大 量注 射 ノ後5乃 至6日 ニ シテ,實驗 家

兎 ノ或 ル モ ノニ於 テ ハ耳 翼 ノ發 赤 ヲ來 シ,最 モ著

明 ナル モ ノニ 於 テ ハ耳 翼 ノ大 部 分 ヲ含 ム發 赤 ヲ來

セリ,尚 ホ同 時ニ 浮腫 ヲ來 セ リ ト,注 射 部 位 ハ 耳

翼ト 限 ラズ,耳ニ 反應 ヲ起 シ,種 々 ナ ル抗 血 清 ヲ

家 兎ニ 注 射 ス ル際ニ モ 血清 病 ヲ惹 起 ス ト報 ゼ リ.

Longcope11)氏 ハ 山羊 血清 ヲ人ニ 注 射 ス レ バ血 清

病 ヲ惹 起 シ得 ベ キ コ トヲ述 ベ居 ル モ其 ノ頻 度 ニ ハ

論 及 セ ズ,尚 ホFleischer u. Jones12)氏 ハ 健 康 馬

血 清 ハ家 兎ニ 於 テ 血 清 病 ヲ惹 起 スル 頻 度 ハ馬 ノ個

性 ニヨ リ差違 ヲ生 ジ,免 疫 血清 モ同樣 ニ シテ,豚

及 ビ牛血 清 ニテ モ 血 清病 ヲ惹 起 シ得 ベ キ コ トヲ報

ジ,Mackenzie u. Hangerハ 馬 血 清 注射 後ニ 起 ル

血清 病ニ 關 スル研 究ニ 於 テ,血 清病 ノ起 ル ハ 注射

サ レシ血 清量ニ 關 係ア リテ100cc以 上用 ヒ ラ レ シ

際 ハ血 清病 ヲ殆 ド惹 起 セ リ ト.Dallera13)ハ1875

年ニ 人間ニ 山 羊 ノ血 液 ヲ注 射 セ ルニ7乃 至10日

後ニ蕁 麻 疹 ヲ惹起 セ リ ト.Neal14)ハ 家 兎 抗 毒 素 血

清 ヲ人ニ 注射 シ馬 血清 ト同樣ニ 血 清病 ヲ惹 起 セ リ

然 レ共 馬 血清 使 用 ノ際 ヨ リモ 血清 病 惹 起 率 低 シ ト

ハ斷言 シ得 ズ.Netter15), Marie16), Debre17)及

ビDooley18)ハNeal ト同樣ニ 「チ フ ス」及 ビ脊 髓

灰白 質 炎 ノ恢 復 期ニ アル 人 ノ血清 ヲ用 ヒ シ場 合 ニ

モ同 ジ ク血清 病 ヲ惹 起 セ シ事 ヲ 報告 セ リ.Kraus19)

ハ 牛ニ テ 作製 セ ル免 疫 血 清 ハ 血清病 ヲ惹 起 シ難 シ

ト稱 シ,牛 ニテ製 ス ル「ヂ フテ リー」ノ免疫 血 清 ヲ

193例ニ 使用 シ454%ノ血清 病陽 性率 ヲ得,破傷 風

ニ對 スル 牛 ノ抗 毒 素 血清 ヲ使 用 セル際ニ モ同樣 ニ

血 清病 惹 起 率 低 シ ト.Jochmann20)モ 牛 血 清 ハ馬

血 清 ヨ リモ血清 病起 リ難 ク,Fleischer u. Jonesモ

牛血 清 及ビ 山 羊血 清 又 ハ豚 血 清 ハ血 清 病 惹起率 絶

對 的ニ 少 シ ト云ヘ リ.Pirquet u. Schickニ ヨ レバ

血清 病 ハ 流 血 中ニ ア ル抗 原 ト抗體 トノ間ニ ア ル反

應ニ ヨル モノト セ リ.Lemaire21), Wells22)及 ビ

Mackenzie u. Leake23)等ハPirquet u. Schick等

ノ見解 ト同一 ノ意 見 ヲ有 シ,Longcope u. Racke-

mann24)ハ 流 血 中 ノ抗體 トハ 反對ニ 組 織 中 ノ抗 體

ガ血 清 病惹 起ニ 意 義 ア リ ト云 ヘ リ.彼 等 ハ 流血 中

ハ抗體 ハ 抗原 ヲ中 和 又ハ 破壞 シ血 清 病 ヨリ 恢 復 ヲ

計リ 得 ル ト云 ヘ リ.Coca25)ハPirquet及 ビ 其 ノ他

ノ人 ト反對 ノ意見 ヲ有 ス ル モ ノニ シテ,印 度人 ニ
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就 テ健常馬血清 ヲ注射 セシ後ニ 於 テモ馬血清ニ對

スル沈降素無 クトモ血清病 ヲ惹起ス ト,又Tuft

u. Ramsdell26),27)モ同樣 ノ觀察 ヲナセ リ.

 之等諸學 者ハ健常馬血 清 ヲ注射セ シ際 ハ免疫血

清 ヲ注射 セル場合ニ 比 シ如何 ナル沈降素モ流血 中

ニ證明 セズ,故ニ 血清病 ハ抗 原及ビ 流血 中 ノ沈

降素 トノ間 ノ反應ニ 關係セザ ルモ ノト思考セ リ.

Khorazo28)ハ 馬,山 羊,人,海〓.豚 及 ビ犬 ノ血

清 ヲ家兎 ノ耳靜脉ニ 注射セルニ馬血清ニ テハ第6

乃至第8日 目ニ反應 ヲ惹起セルモ,山 羊,人,海

〓,豚 及 ビ犬 ノ血清ニ テハ何等 ノ反應 モ惹起セズ,

而 シテ季 節的ニ 夏期ニ 於テハ血清病 ハ全然惹起 セ

ズ シテ冬期ニ 於 テ36例 中10例 血清病 ヲ惹起 シ,

又沈降素 ノ産生及ビ抗原性 トハ血清病 ヲ惹起セル

モノ ト,セ ザルモ ノトノ間ニ 於テ大差 ナク,血 清

病ハ馬血清 ノ個 々 ノ特性ナ ラン ト結論 セ リ.

 以 下述 ブル所 ノ余 ノ實驗 成績 ハFleischer

u. Jonesノ 成績 及ビKhorazoノ 成績 ト比 較

セ ラレ バ 更ニ 興味深 キモ ノ アル ベシ,據 テ各

項ニ 同氏 等 ノ成績 ヲ適 宜 引 用 セ リ.

  第2章 馬 血清 第1囘 注 射ニ於 ケル

      血 清 病

   第1節 實驗 材 料 及 ビ其 ノ方 法

 實驗 動物 トシテハ,主 トシテ白色家兎 ヲ用 ヒ タ

 リ.即 チ家兎 ハ皮膚反應 ノ敏感 ナル事ニ 於テハ海

〓 ヨ リ優 レル ノミナ ラズ白色 ノモ ノハ觀 察ニ便 ニ

シテ又比較的多量 ノ血清注射ニ 耐ヘ得 ル點 モ本實

驗ニ 好都合 ナ リ.

 上述 ノ如 ク動物 ノ血清病ニ 就テハ文獻 比 較的尠

ク,Beclere, Chambon and Menard4)ハ 猫ニ大

量 ノ馬 血清 ヲ注射 シ種 々ナル發 赤,體 温變 化,運

動失調 ヲ檢索 シFleischer and Jonesハ 家兎 ニ

大量 ノ馬 血清 ヲ注射 シ如何 ナル症状 ヲ來 スヤ ヲ午

前9時 及ビ 午後4時 ノ2囘觀 察 シ,特別 ナル場合

ハ夜間ニ モ觀察セ リ,朝 及 ビ午後 ノ觀察 ハ特ニ 效

果 ア リシト報ゼ リ.馬 血清 ノ大量注射後5乃 至6

日ニシテ或 モ ノニ於テ ハ耳 翼ニ赤發 ヲ來 シ最 モ著

明ナルモ ノニ於テハ耳 ノ大部分ヲ 含 ム赤發ヲ 來 シ

其 ノ基根部ニ 於 テ特ニ 強 ク赤發 シ耳翼 ノ2/3ヲ 占

ム.尚 ホ赤發ニ 浮腫 ヲ伴 ヘル ヲ見,浮 腫モ 其 ノ程

度種 々ニ シテ耳翼 ノ2/3ヲ占ムルニ至 ルモ ノア リ,

氏等ハ最初prokg 3ccヲ 注射セ シモ如何 ナル場 合

ニモ成功セズ,8例 ノ家兎ニ 於テ最小限度 ノ赤發

ヲ見 ルハ注射後8日目ニ過ギ ザ リキ,據 ツテ注射

量 ヲ増加 シ5cc, 7.5cc, 8cc或 ハ10cc prokgト ナ

セルモ5ccノ場 合ト大差 ナカ リシ ト.余 ハprokg

5cc注 射 セ シ際 ヨ リモprokg 6cc注 射 セシ際 ニヨ

リ血清病 ヲ惹起 セシメ得 タリ,據 テ余 ノ實驗 ニハ

主ト シテprokg 6cc注 射 スル事 トセ リ.

 注射 ハ耳 翼 ノ邊縁靜脉 内ニ行ヘ ル爲 メ,此 反應

ハ組織内ニ 血清 ノ漏洩 ニ基 クカ.或 ハ耳翼 ノ取扱

上外傷 ヲ起 セシ結果ニ 非ザル カ疑問 ヲ有 スルモ,

其 ノ杞憂ニ 止マ リシハ反應 ハ注射側 ノ耳翼 ノミナ

ラズシテ兩 側 ノ耳 翼ニ現 レシ事ナ リ,尚ホ 念 ノタ

メ余ハ1例 ハ心臓 ヨリ注射 シ1例 ハ頸靜脉 ヲ露出

シ注射セ シニ,後 者ハ著明 ナル反應 ヲ來ス事 ニヨ

リ注射部 位ハ影響ナキモ ノナル事 ヲ明カ ニスルコ

トヲ得 タ リ.又 筋 肉内,腹 腔 内及 ビ皮下ニ注射 ヲ

行 ヒシ時 ニモ反應 ハ耳 翼ニ現 レ,皮 下注射 ノ際 ハ

主 トシテ胸部皮下ニ 行 ヒキ.コ ハ最 モ容易ナル方

法ニ シテ,他 ノ實驗 トノ比較ニ モ便宜 ナル爲ニ シ

テ,血 清 ハ半量ヲ 左胸 部,半量 ヲ右胸部皮 下ニ行

ヘリ.而 シテ家兎 ハ反應檢 査ニ 好都合 ナル爲全部

白色 ノモ ノヲ用 ヒシモ,有 色 ノ兎ニ於 テモ反應 ヲ

現 シ得 タルモ白色 ノ家兎ニ 劣ル ノ感ア リテ健康白

色家兎ニ 於 テ ハ 有色家兎 ヨ リモHamorrhagie,

Erythem及 ビOedemガ 耳 翼ニ一層良 ク惹起シ

得 ル感 ヲ強 クセ リ.
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 耳翼檢 査 ノ際 ハ直射日 光及ビ 散光 ノ下,電 燈 ノ

下ニテ行 ヒ,後 者 ノ場合ニ ハ餘 リ電燈ニ近 寄 ラシ

メザル ヲ可 トシ,寧 ロ直接光線 ヨリモ一度反射 セ

シメシ光線 ヲ可 トス.

 直接 日光光線 ノ強キ光線 ハ耳翼 ノ血管及ビ軟骨

ヲ透過 シ,健 康 ノ耳ニ テ モPink色 ヲヲ呈スル爲

適 セズ,何 レノ場合 ニモ耳翼前後兩面 ヨリ觀察 シ,

耳 ヲ中心 ノ血管ニ沿 ヒ,内 外兩 部分ニ區 分 シ水平

部ヲ分 チテ下部,中 部及 ビ上部 トナス.

 又余ハ正常家兎 ノ耳 翼 ヲ數週間色 々 ノ時期ニ 互

ツテ,正 常 ノ條件 ノ下ニ反應 ヲ惹起 スルヤ否ヤ ヲ

觀察セ リ.強 ク運動 セルモ ノモ,亦靜 止 ノ状態 ニ

於テモ,尚ホ 食物 ノ關係ニ ヨ リ影響 ヲ避 クル爲總

ベテ同樣ニ 豆腐糟 ヲ以テ飼 育セ リ.

      第2節 實驗 成 績

 馬血清 ヲ大量注射 シタル際ニ 惹起 スル反應 ヲ赤

發及 ビ浮腫 トニ區別スルモ赤發及 ビ浮腫 ヲ同時 ニ

起 セルモ ノア リ,正 常家兎モ刺戟ニ ヨル赤發 ヲ來

スモソハ一時的ニ シテ且一 局所ニ 限局 セ リ,注 射

セシ家兎ニ 於テハ廣汎ナル部分 ノ赤發 ヲ來 シ而 モ

數 日間持續 シ浮腫 ヨ リモ早期ニ赤發 ヲ來 シ,浮 腫

ヲ伴ハザル事ア リ.浮腫 ハ兩側同時ニ 來 ルカ,1側

ニ著明ナル場合ア リテ耳翼全面ニ 惹起 スルモ ノハ

寫眞ニ示 スガ如 ク顯著ナ リ.余 ハ馬血清 ヲ可成同

一種 ノモ ノヲ使用 セン トシテ特ニ 教室ニ 飼育 セル

自馬 ヨ リ無菌的ニ採 血分離セ ルモ ノヲ主 トシテ用

ヒタリ.

第1圖A 家 兎 ノ 血 清 病
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第1圖B 家 兎 ノ 血 清 病

第1項 陽性反應 ノ比較

第1表A 陽 性 反應 ノ 比 較

第1表B 森 下 及 ビFleischer氏 成 績 比 較

110



實驗的家兎血清病ニ就テ(第1囘 報告) 1687

 上表ニ示 スガ如ク實驗ニ用 ヒシ 家兎92例 中赤

發及 ビ浮腫 ノ著明ナル家冤 ハ17倒ニ シテ,赤發 ア

リ ト雖モ浮腫 ノ疑ハ シキモ ノ24例,赤發 ノミノモ

ノ16例 ニシテ,大體ニ 於テ血清病 ヲ惹起 シタリ ト

思惟 セラルル家冤ハ57例 ナ リ.然レ共陰性反應 ナ

リトハ云ヘ 赤發 ノ疑 ヲ抱 カシメシ家兎2例,浮 腫

ノミ或 ハ浮腫 ノ ミノ懸念 ヲ抱 カシムルガ如 キ例 ヲ

見ザ リキ.ソハ 常ニ浮腫 ヲ伴フガ如キ症状 ヲ呈 ス

ル モノハ總 テ赤發 ヲ伴 ヒ然ル後 浮腫 ヲ來スコ ト多

カ リシニ ヨル.全 然血清病 ヲ惹起 セザ リシ家兎33

例ニ シテ大體ニ 於テ反應陰性 ノモ ノ35例,反應 陽

性 ノモ ノ57例 ナ リ,之ヲ百分率ニ テ表 セバ陽性率

62%,陰 性率38%ニ シテFleischer u. Jones氏 ノ

成績 ト比較セバ 第1表Bニ 示 スガ如 ク赤發及 ビ

浮腫 顯著 ナルモノ余 ノ成績 ヨリモ著 シク多 ク,赤

發及 ビ浮腫 アルモ浮腫 ノ疑ハシキモノハFleischer

u. Jones氏 ノ成 績 ヨ リモ遙ニ 多數ニ シテ,赤發 ノ

ミノモ ノ又 余 ノ例 多 シ,然 レ共 浮腫 ノ ミヲ來 セ シ

家 兎無 キモFleischer氏ニ 於 テハ1例 ア リ,又 反

應 陰性 ナ ル モ ノ ト雖 モ一 般ニ 赤發 ノ疑ヒ ア ル例 モ

Fleischer氏 ハ5例 多 ク,浮 腫 ノ疑 ア ル モ ノモ 又6

例 ア リ,無 反應 ノ家 兎33例ニ對 シFleischer氏 ハ

19例 ナ リ.コ ハ反應 ヲ檢 スル 人ニヨ リ多少 ノ差 異

ヲ來 ス ベ ク,後述 スル モ 余 ハ赤發 及ビ 浮腫 ハ顯 著

ナ ルモ ノ ノ ミヲ云 ヘ ル事 ハ 前 掲示 ノ寫眞 ヲ見 テ モ

瞭 然 タル ガ如 クニ シテ,カ カル顧 著 ナ ル反應 ハ 數

日乃至 十數日 持續 ス ル モ ノニ シテFleischer氏 ノ

反應ハ カ カ ル モ ノ ト雖モ2日 持續 ス ル モ ノ最 モ多

ク,5日 間 以上 反應 ノ持續ス ルモ ノ無 シ,故ニ 余

ノ反應 ハ著 シ ク明 瞭 ナ ル モ ノナ ル事 論 ヲ侯 タズ.

第2項 性別ニヨル反應比較

第2表 性 別ニ ヨ ル 反應 比 較 表

 上表ニ 示 ス如 ク性別ニ ヨル差違ハ餘 リ認 メラ レ

ズ,唯 此表ニ 示 ス所 ヲ強ヒテ云ヘバ陽性反應 ノ著

明 ナルモ ノハ 雌13,雄4ニ シテ一見 非常 ナル差違

アルガ如 キモ總數92例ニ 於テ雌50例 多 ク使用 セ

ル爲ニ因 ツテ來ル差違ニ シテ.雌 ガ血清病 ヲ惹起

シ易 キモノニテハ非ザル如 シ.雌 陽性反應 ヲ呈 セ

ルモ ノ45例 陰性反應26例 ナル爲陽性率63.4%ニ

シテ全家兎陽性 率ヨ リモ稍々優 レル事1.4%ナ リ.

之 ヲ雄家兎ニ就 テ見 ルニ,陽 性反應 ヲ呈セルモ ノ

12例ニ シテ陰性ニ 終 リシ家兎9例 ナ レバ陽性率 ハ

57.1%ニ シテ全家兎 ノ陽性率 ヨ リモ4 .9%劣 レリ.

 第3項 體 重 ニ ヨル反應 比 較

第3表 體 重 ニ ヨ ル 反應 比 較 表
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 體 重ニ ヨル反應ニ差違 ア ラ ンカト500g宛 ニ

區 分 セ ルニ2000-2500gノ 家 兎 最 モ 多 ク1500-

2000gノ 家兎 之ニ亞 ギ,2500g以 上 ノ家 兎 ハ極 ク

稀 ナ リ.而 シテ1500-2000gノ モ ノ50例 ノ内25

例 血 清 病 ヲ惹起 セ ル爲50%ノ 陽 性率 ヲ示 ス.2000

-2500gノ 家 兎39例 中 血 清 病 ヲ起 セ ル モ ノ31例

ナレバ79.5%ノ 陽性 率 ヲ示 ス.巨大 ナル2500g以

上 ノ家兎稀ニ シテ3例中1例 面清病 ヲ起セ リ.故

ニ33.3%ノ 陽性率 ヲ示ス ト雖モ之又僅少例ニ シテ

全豹 ヲ覗フ 能ハザルハ勿論 ナ リ.故ニ體重ニヨ ル

差違 ハ認 メ難 シ.

 第4項 注射 法 ニ ヨル 反應 比 較

第4表 注射方法ニヨル反應比較表

上 表ニ示 スガ如 ク種 々ナル方法ニ ヨリ注射 ヲ行

ヒ比較 セルニ,血 清 ガ注射 ノ際洩 レ組織 内ニ浸 潤

ヲ來 セシ爲 ノモ ノニ非ザル事 ハ寫眞ニ モ示 セシ如

ク,且 注射 セ ラレシ耳翼ニ限 ラズ他側 ノ耳翼ニ モ

反應 ヲ現 ス事及ビ心臓内注射 ノ際或ハ頸靜脉 ヲ切

開 シ注射 セシ際或 ハ腹腔内注射ニ ヨ リテモ反應 ヲ

現 スヲ以テ明 カナ リ.而 シテ耳靜脉 注射最 モ多 ク

77.8%ノ 陽性率 ナ リ.頸靜 脉注射 ハ8例中4例 陽

性ナル故50%,皮 下注射 ハ24例 中15例血清 病 ヲ

起セ シ爲62.5%ノ 陽性率 ヲ示 シ,心 臓 内注射ハ4

例中1例,腹腔 内注射 ハ5例 中1例,筋 肉 内注射

ハ6例 中1例 血清病 ヲ惹 起セ シニ過 ギズ.要 之何

レノ部ニ 注射 スルモ血清病 ヲ惹起 シ得 ベシ ト雖モ

靜脉 内注射最 モ多 ク血清病 ヲ惹起 シ且注射方法モ

簡單 ナ リ.次ニ 皮下注射比較的良 ク反應 ヲ現 シ得

タリ,頸靜脉 内,心 臓内,腹 腔 内及 ビ筋肉内注射

之ニ亞 グ,之 ヲFleischer氏 等 ノ例ニ 見 ルモ氏 ノ

成績 ハ陽性率多キ爲耳靜脉,心臓 内,筋 肉内,頸

靜脉 及ビ皮下共ニ 陽性反應 ヲ現セ シ例多シ,而 シ

テ氏ハ腹腔内注射 ヲ行ハザリ シ爲余 ノ成績 ノミヲ

以テ參 考 トスル ノ外 ナシ.

   第5項 注 射量 ニ ヨル 反應 比較

第5表 注 射 量 ニ ヨ ル 反應 比 較 表

 甫 メ余 ハprokg 3ccヲ 注 射 セ シ モ如 何 ナル場 合

ニ モ成 功セ ザ リキ,依 而3ccノ 注 射 量 ハ過 少 ナ リ

ト信 ジprokg 4ccヲ 使 用 セ シ モ尚 ホ成 功 セザ リ

キ,爲ニ 更ニ 増量 シ5cc使 用 セルニ可成 ノ陽性率

ヲ見 タルヲ以テ更ニ増 量シ6cc注 射セ シニ75.6%

ノ陽性率 ヲ見 タリリ.次 イデ7-8ccノ 注射 ヲ行
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フニ58.3%ノ 陽 性率 ヲ示 シ,亞 イデ10cc注 射 ヲ

行ヒ57.1%ノ血 清病 陽 性 率 ヲ得 タ リ.余 ノ 成 績 ヲ

Eleischer氏 等 ノ成績ニ 比 ブ レバ5cc注 射ニ70.9%

7乃 至8cc注 射ニ 於 テ70.6%ノ 陽 性 率 ヲ見 タ リ ト

云ヘバ5cc注射ニ 於 テ余 ノ成績 ヨ リ モ 劣 レ ル事

4.7%ニ シテ,6cc注 射ニ テ 氏 等 ハ試 ミザ ル ガ爲 比

較 シ得 ザル モ,7-8ccニ 於 テハ 氏 等 ノ成 績ハ 陽 性

率 多 ク,17.3%優 レリ,10cc注 射ニ 於 テハ 余 ノ成

績ハ少數 ナレ共57.1%ニ シテ氏等 ノ成績 ハ61.9%

ナルヲ以テ4.8%劣 レリ.然 レ共之等ハ 大差 ナ ク

只5cc以 上 ノ注射ニ ヨリ,良 ク血清病 ヲ惹起 シ

得 ベキ コ トハ肯定サ レ,且 余 ノ成績ニ 照 スモ尚 ホ

Fleiseher氏 等 ノ實驗ニ ヨルモ5乃 至8ccノ 注射

量最 モ良 ク血清病 ヲ惹起 シ得ベ シ ト云 フモ敢テ過

言ニ 非ザ ラ ンカ.

     第6項 潜伏 期 ノ比 較

第6表 注射 日ヨリ反應ヲ惹起 スル迄ノ日數

 注 射 後第4日ニ シテ反應 ヲ現 セ シ モ ノ最 モ早 ク

注射 後5乃 至6日ニ シテ 血清 病 ヲ起 スモ ノ最 モ

多 シ,尚 ホ 注射 後7乃 至8日ニ シテ惹 起 スル モ ノ

アル モ其 ノ數 少 ク9日 後ニ 現 レ シモ ノナ シ,コ ハ

Fleischer氏 等 ノ成 績 ト酷 似 セ リ.氏 等 モ少數 ノ

モ ノニ 於 テハ3-4日ニ シテ血 清 病 ヲ起 セ リ ト雖

モ,大 多數ニ 於 テ ハ5-6日ニ 起 セ リ,此 潜 伏 期 ヲ

人ニ 就 テ見 ルニPirquet u. Schick氏 ハ人體ニ 諸

種 ノ治療 血 清假 令 バ 「ヂ フテ リ ー血 清 」 ヲ注 射 ス

ル 時 ハ其 ノ10%ハ6乃 至12日 ノ潜 伏期 ヲ經 テ血

清 病 ヲ起 ス ト云 ヒ,Dongcope氏 ハ6乃至10日

Coca25)氏 ハ24乃 至48%ハ8日 以 内14%ハ12日

以 後Sturtevant29)氏 ハ 「ヂ フテ リー 血 清」ヲ注 射

セ シ500人ニ 於 テ5乃 至9日ニ シテ血 清 病 ヲ起 セ

リ ト.尚 ホ 日常 我 々 ノ經驗 スル 所 モ 之ニ 似 タ リ.

偖 而 家 兎ニ 大 量 ノ馬 血 清 ヲ注 射 セ シ場 合5乃 至6

日 ニ シテ 最 モ良 ク血 清 病 ヲ起 シ,少數 ノモ ノニ 於

テ ハ3及 ビ4日 或 ハ8日 ナル 故 人 ノ血 清 病 ノ潜 伏

期ト 一脉 ノ相通 ズ ル モ ノア リ.

    第7項 血 清 病 ノ持續 日 數

第7表 反應 ノ 持續 日數 比 較 表

 赤發 及 ビ浮腫 ノ著明 ナル モノハ4日 以上持續 シ

6乃 至7日持續 スルモ ノ最 モ多ク9日 以上持續 ス

ルモ ノ各1例,1例 ハ13日 ノ長 キ間反應 アリキ,

赤發 及 ビ浮腫 ア レ共浮腫 ハ暗示ニ 過 ギザル 程度 ノ

モ ノニ 於 テ ハ2日 或 ハ3乃 至4日 反應 ノ持續 ス ル

モ ノ最 モ多 ク,6日 以 上持續 セ シモ ノナ シ,赤 發
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ノ ミノモ ノハ1日 或ハ2乃 至3日 反應 ノ持續 スル

モ ノ最 モ多 ク,之 ヲFleischer氏 等 ノ實驗 例ニ 比

ス レバ,赤發 及ビ 浮 腫 ノ顯 著 ナ ル モ ノハ1乃 至2

日持續 ス ル モ ノ最 モ多 ク6日 以 上反應 ノ持續 セ シ

モ ノナ シ,尚 ホ赤發 ノ ミ或 ハ浮腫 ノ ミノモ ノモ1

乃 至2日 持續 セ シ モ ノ最 モ 多 ク,3日 或 ハ4日 持

續 セ シモ ノ少 ク,6日 以 上持續 セ シ モ ノナ シ,コ

ハ前 述 セ シ如 ク,余 ノ成 績ニ 於 ケル程 著明 ナ ル 反

應 ヲ現 サ ザ リシニ 因 ル モ ノ ナ ラ ン.

      第8項 抗 原 性

 Ulenhuth氏 沈 降 素價 ノ高價 ナル 抗 馬 家兎免 疫

血 清 ヲ製 シ,防 腐劑 ヲ加 フル コ トナ ク貯藏 シ,毎

常 用ニ 臨 ミ沈 降 素價 ヲ測定 シ實驗 ヲ行ヒ タ リ.而

シテ本實驗ニ 當 リテ 余 ノ使用 シ タル抗 馬 家 兎 冤 疫

血 清 ノ沈 降素價 ハ1:2500ナ リ.

 次ニ 被檢 動 物 ノ血 清 中ニ 含 マ ル ル抗 原 量 ヲ測定

ス ルニ ハ 上述 既知 ノUlenhuth氏 沈 降 素價 ヲ有 ス

ル免 疫 血 清 ヲ沈 降 試驗 管ニ 入 レ,各 試驗 管ニ遞 降

的ニ 稀釋 スル被檢 動 物 血 清 ヲ重 層 シ,15分,30分,

1時 間,2時 間 ノ4囘反應 ヲ檢 シ,兩 液 ノ境 界ニ 白

輪 ヲ生 ズル モ ノ,即 チ反應 陽 性 ノモ ノヲ夫 々++++.

+++,++,+ト記 シ,反應 陰性 ノモ ノヲー トス.

 而 シテ血清病ヲ惹起 シ特ニ 左右ニ 著 シキ差違 ヲ

生 ゼル家兎 ノ左右兩 側 ノ耳翼 ヨ リ採血 シタル血清

ノ抗原性ヲ比較 スルニ,今1例 ヲ示 セバ,2200g

ノ家兎ニprokg6cc靜脉 内ニ馬 血清 ヲ注射 シタ

ルモ ノノ,第4日 目ノ抗原性 ハ各 々1/25ニ シテ差

違ヲ認 メズ.

 更ニ體重1700gノ2例ニ 各 々pro kg6cc靜 脉

内注射 ヲ行 ヒ,第4日 目ニ1例 ハ血清病 ヲ惹起 シ,

他ハ血清病 ヲ惹起 セザ ルモノ ノ抗原性 ヲ比 スルニ

各々1/25ニ シテ差違 ヲ認 メザ リキ.

 又體 重殆 ド同 ジキ2200gノ 家兎2例ニprokg

6cc宛 皮下及ビ靜脉 内ニ 注射 シ抗原性 ヲ7日 後ニ

檢 セバ各々1/125ニ シテ差違 ナ シ.第12日 目ニハ

1/5以 下ナル事次表ニ 示ス ガ如 シ.故ニ 家兎耳翼ニ

發現スル血清病ハ其 ノ左右ニ著 シキ差違 アル場合

ニ於テモ左右共ニ 抗原 性ニ變 化 ヲ認 ムルコ ト能ハ

ズ.且 又 血清病發 現 ノ陽否ニ ヨリテモ常ニ 影響サ

ルルコ トナ ク,尚 ホ注射方法 ノ差違即 チ皮下注射

ト靜脉注射 トニ於 テモ亦變 化 ヲ認 メザ リキ.

第8表 抗 原 性 ノ 比 較 表
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   第9項 血 清 ノ新舊ニヨ ル影 響

 新鮮 ナル4日 ノ血清注射ニ 於テハ血清病 ヲ50%

ニ起 シ,1箇月 後 ノ血清ハ30%ノ 陽性率ナ リシ

爲,血 清病ハ新鮮 ナル血清ニ テ起 スガ如 ク考 ヘシ

モ,他 ノ血清ニ テハ10日 以内 ノモ ノハ30%ノ 比

ニ1箇月 後ニ32%ノ 比ニ 起セル ヲ以 テ,新舊ニ ハ

餘 リ影響 ナキガ如ク,更ニ 後 述スル如 ク石炭酸 ヲ

5%ニ 附加スルコ トニヨル影響ハ殆 ド認 ムルコ ト

能ハザ リシモ消毒劑ニ ヨリ幾分 ノ變化 ナキヤヲ考

慮 シ,大 岩氏33)ノ方法ニヨリ血清ニ0.85%ノ 割合

ニ食鹽 ヲ加フルコ トニヨリ永 ク抗原性 ヲ變化セシ

ムムコ トナ ク保存 シ得 タリ.即 チ余 ノ實驗ニ 於 テ

ハ尚ホヨク8箇 月後ニ モ血清病 ヲ惹起 シ得 タリ.

更ニ 古 キハ 昭 和5年ニ 教 室ニ 保 存 セル 滅菌 「ア ン

プ ル レ」 入 リノ血 清 ヲ使 用 セ シニ5例 中1例 血清

病 ヲ惹 起 シ,4例 ハ 惹 起 セ ズ,即 チ20%ノ陽 性 率

ナ リキ.Flelscher u. JonesハD血 清(種 類 ノ異

ナル馬)ニ テハ5日 ノモ ノ77%,5週 ノモ ノ57%,

F血 清 ハ15日 ノモ ノ10%,2箇月 以 上 ノモ ノ

33%,C血 清ニ テハ5箇 月 ノモ ノ,88%, 15箇 月

ノモ ノ47%,19箇 月 ノモ ノ66%ノ 陽 性率 ヲ示 シ,

19箇 月 迄 ハ血 清 病 ヲ起 ス力ニ變 化 ナ シト 云 ヘ リ.

余 ハ更ニ 約3箇 年迄 ハ血 清 病 ヲ惹 起 シ得 ル 事ヲ 證

明 シ得 タ リ.

  第10項 血 清 ノ 働 性 及ビ 非 働 性 ノ

       影 響

第9表 血 清 ノ 働 性 非 働 性 ノ 相 關 表

 馬血清 ヲ56℃ニ30分間 加熟非働 性 トナシ,注

射 スルニ上表ニ示 スガ如 ク48.0%ノ 陽性率 ヲ示 ス

之 ヲ62%ノ 働性血 清 ノ陽性率ニ 比 ス レバ 僅ニ 低

シ ト雖モ,實驗 動物 ノ個 性 ト馬血 清ニ ヨル差違 ヲ

念頭ニ 置 ケバ,差違 ナキモノ ト思惟スル コトヲ得

ベシ.

   第3節 海〓ニ 於 ケル實驗 成 績

 海〓25例ニpro kg5cc或 ハ6ccヲ 耳靜脉ニ20

例ニ 注射 シ成績 ヲ見 タルニ3例 反應 陽性ナルモ ノ

ア リ.5例ニ ハ皮下ニ即 チ兩側 ノ胸骨下ニ半量 宛

注射 ヲ行 ヒシモ血清病 ヲ起サザ リキ.故ニ15%

ノ陽 性率 ナリ.而 シテ海〓 ハ耳翼小ニ シテ注射困

難 且耳翼 ノ白色 ノモ ノ少 ク尚ホ注射ニ 耐ヘ 得 ズ シ
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テ死 スルモ ノ多キ ヲ以 テ海〓ニ モ大量 ノ馬血清 ヲ

注射 セバ血 清病 ヲ惹起 シ得 ル事明 カナ レ共余 ノ實

驗ニ ハ不適當ナ リ.尚 ホ體重ニ ヨル差異 及ビ性別

ニヨル差違 ハ認ムル能ハズ,且 注射量 ハ家兎ニ 於

ケルガ如 クpro kg6ccガ 最 モ良 ク反應 ヲ惹起 セ

リ,少數 ナ リト雖モ反應 ノ現 ルル迄 ノ潜伏期 モ家

兎 ノ如 ク4乃 至6日ニ シテ,反應 ノ持續 日數モ6

乃至10日 間 ナル事家兎ニ 於 ケルガ如 シ.

  第4節 血 清 病惹 起 ノ際 ノ體 温

      第1項 體 温

 赤發 及ビ浮腫 ノ著 明ナルモノニ於テ直 腸ニ テ體

温 ヲ測定 スル ニ37.1-37.5℃ ヨリ37.9-39.7℃ ノ

上昇 ヲ見 ルモ,赤發 及ビ浮腫 ノ漸次消退 スルニ從

ヒ體温 モ亦平 温ニ 復 ス.赤發 及ビ浮腫 ヲ來セルモ

浮腫 ノ疑 ハシキモ ノニ於テハ僅ニ 上昇スルモ ノ或

ハ上昇 ヲ餘リ認 メラレザルモ ノア リ.赤發 ノミノ

モノニハ僅ニ 上昇 スルカ,又 ハ餘 リ變化ナ シ.而

シテ體温測定ハ攝 食前ニ行ヘ リ.

 Fleischer30)氏 等モ 血清病 ヲ起 ス家兎ニ 於テ體

温 ノ上昇 ヲ見 ルハ53%位ニシ テ,體温上昇 ハ血清

病 ノ旺盛 ナル時或ハ其 ノ前後 モ多少宛起 ル ト云 ヘ

リ.

 人 ノ血清病ニ於 ケル體温上昇ハ一 定不變 ノモノ

ニ非ズ,發 熟 ノ頻度ニ關 スル記載ニ ヨレバCoca氏

ハ24%,Weaver31)氏ハ獨 逸人 ノ成績 ヲ引用 シ

50%ナリ,而 シテ發熟 ハ血清病ニ 先行 スル事,或

ハ同時ニ 來ル事,又 ハ後迄殘 ル 事 ア リ ト云 ヒ,

Longcope氏ニヨ レバ發熱 ハ血清病 ノ反應 現 レシ

ヨ リ第4乃 至第5日 目ニ赤發 期ニ次 ギ屡 々來 ル ト

云 ヒ,發熟度 ハ種 々ニ シテSturtevant氏ニ 依 レバ

總數 ノ1/4ニ於テ38.33℃ 僅カ1例ニ 於テ40℃ ニナ

リシ ト,余 ハ血清病 ヲ惹起 セシ家兎ニ 於テ著明ナ

ル症状 ヲ現 セシモ ノハ全部發 熱 ヲ證明 シ得 タリ.

     第2項 耳 翼 ノ温 度

 血清病 ヲ惹起セル家兎 ノ耳翼ハ赤發 及 ビ浮腫 ノ

程度ニ ヨ リテ差 違アル ハ勿論ニ シテ,左 右 ノ耳翼

ノ症状同程度ナル場合 ハ餘 リ左右 ノ温度ハ異 ラザ

ルモ,左 右ニ症状 ノ相違 ヲ來 タセル場合,即 チ赤

發及 ビ浮腫 ノ甚 シキ場合,特ニ 赤發 ノ著 シキ際ハ

耳翼 ノ温度高 ク,浮 腫 ノ著明 ナル場合 ハ比較的低

シ.

 耳翼 ノ温度測定 ニハ總 テ 「(テルモ)エステヂヲ

メー ター 」ヲ用 ヒ兩側耳翼ニ 同時ニ 水銀 部ヲ密接

セ シメ該 部 ノ貧血ヲ起 サザ ル程度ニ壓 シ,檢 温時

間ハ5分 間 トセ リ.

第10表 體 温 ト耳 翼 温 度 ト ノ 相 關 表
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  血清病 ノ程度ニ ヨ リ耳翼 ノ温度ニ 差違 ヲ來 シ,

 特ニ片側 耳翼ニ發 赤,浮 腫 ノ偏 セル際ハ兩側 ノ温

 度 ノ差違 甚 シク,亦 片側ニ發 赤 及ビ浮腫甚 シカ リ

 シモ 日 ト共ニ 減退 スル場合,就中發 赤 ノ減退 スル

 場合ハ該 部 ノ温度ハ低 シ,一 般ニ 云ヘバ片側 ノ耳

 翼ニ發 赤,浮 腫甚 シ ト雖モ兩側 耳翼 ノ温度ニ餘 リ

著 シキ差違 ナ ク,尚ホ兩 側耳 翼ニ同樣 ナル症状 ヲ

呈 スル際ハ豫期セ ラルル如 ク餘 リ温差 ヲ認 メズ,

而 シテ面清病消失 ト共ニ體 温竝ニ 耳翼温度ハ共 ニ

下降 ス,

    第5節 本 章 ノ總 括 及ビ 考 按

 人ニ 於ケ ル血 清 病ニ 就 テ ハ研 究者 多 ケ レ共

動 物ニ 於ケ ル 血 清 病ニ 就 テ ハFleischer u.

Jones及ビKhorazo28)氏 ノ研 究 アルノミニ シ

テ未 ダ寥 々タ リ.余 ノ敍 上 ノ成 績 トFleischer

氏 等 ノ成績 トヲ比 較 シ考 按 スル ニFleischer

氏 等 ノ反應 ヨ リモ顯 著 ナル 反應ヲ 惹 起 セ リ ト

思 惟 セ ラ レ反應 持續 日數 ノ如 キ モ赤發 及 ビ浮

腫ヲ 來 セル モ ノ ト雖 モ5日 間 持續 スル モ ノ1

例 ノ ミニ シテ他 ハ夫 レ以下 ナ リ.余 ノ成 績 ニ

ヨ レバ 十數 日間持續 セル モ ノ ア リ,陽 性 率 ニ

於 テ彼 ハ68.9%ナ ル ニ余 ノ成 績 ハ62%ナ リ,

然 レ共 彼 此 ノ成 績 ハ檢 者 ノ意圖 ニ ヨ リ多 少 ノ

加 減 ハ免 ル ベ カ ラズ.而 シテ性 別 ニ ヨル差 違

ハ 認 メ ラ レズ,コ ハFleischer氏 等 モ云 ヘ ル

所 ナ リ.體 重 ニ ヨル 差 違 モ認 メ ラ レズ,體 重
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大 ナ ル モ ノ ハ陽 性 率 優 レタ ル ガ如 クナ レ共,

コ ハ購 入 ノ際 少數 ナ リシニ因 ス ル モ ノニ シテ

Fleischer氏 等 モ體 重 ニ ヨル差 違 ハ餘 リ認 メ

ザル ガ如 キニ 賛 意ヲ 表 ス.

 Fleischer氏 等ハ 筋 肉内 注 射ハ4例 共ニ 陽

性 率ヲ 示 シ100%率 ノ如 クナ レ共 余 ノ成績 ニ

於 テハ6例 中1例 陽 性 反應ヲ 呈 セ シノ ミニ シ

テ コハ偶 然 ノ結 果 ト思惟 セラル,故ニ 如 何 ナ

ル部 位ニ 注 射 スル モ血 清 病ヲ 惹 起 シ得 ベ クシ

テ特ニ 血 清 病 ヲ起 シ易 キ注 射 方 法 ハ無 ク,彼

氏 等 ハ腹 腔 内 注 射 ヲ試 ミ居 ラザ ル モ腹 腔 内注

射 ト雖 モ血 清 病 ヲ惹起 シ得 ル モ ノナ リ.

 注 射 量ハ 最 初3cc試 ミシモ失 敗ニ終 リ5cc

以 上 ノpro kg注 射ニ ヨ ラザ レバ血 清 病ヲ 惹

起 シ能 ハ ズ5cc以 上 ナ ラバ 如何 程 量 ニテ モ良

キガ 如 ク ナレ 共6cc注 射ニ 於 テ 最 モ好 成 績 ヲ

收 メ得 タ リ ト信 ズ.而 シテ注 射 後4日ニ シテ

血 清 病 ヲ惹 起 シ,5乃 至6日ニ シテ起 セ シモ

ノ最 モ多 シ,之 ハFleiseher氏 等 ノ成 績 ト

相 酷 似 シ人ニ 於ケ ル血 清 病 潜伏 期 トモ相 似 タ

リ.ソハPirquet u. Schickハ6乃 至12日

Longcopeハ6乃 至10日,Cocaハ8日 以 内

少數ニ 於 テハ12日 以 後,Sturtevantハ5乃

至9日ト 云 ヘ ル ニ徴 シテ知 ルベ シ.

 血 清 病 ノ程 度 ニ ヨ リテ持續 日數 相 違 アル 事

勿 論ニ シテ,症状ニ ヨ リ9日 乃 至13日 持續 セ

シ例 モ ア リ,之 モFleischer氏 等 ノ成績 ヨ リ

モ持續 日數 長 キ ハ症 状 ノ顯 著 ナ リ シニ依 ル モ

ノナ ラ ン.家 兎以 外 ノ動 物ニ 於ケ ル 實驗 成 績

ナケ レ共 余 ノ研 究 ニ ヨ レバ海〓ニ 於 ケル 大量

ノ馬血 清 注 射 ニ ヨ リテ 血 清 病 ヲ 惹 起 シ得 ベ

ク,注 射 部 位 ニ ヨル差 違 ナ キ モ ノ ト推 セ ラル.

注 射 量 ハpro kg6ccガ 最 モ適 セ リ,其 ノ他

潜 伏 期 及 ビ反應 持續 日數 モ家 兎ニ 相 似 タ リ.

 血 清 病 惹 起 ノ際體 温 ノ上 昇ハ一 定不變 ノモ

ノニ 非 ズ シテ,或 學 者ニヨ リテ ハ24%或 者 ハ

50%等區 々ナ リ ト雖モ上 昇ヲ 來 ス事 アル ハ否

定 スル者 ナ ク.余 ノ成 績ニ 於 テ ハ殆 ド發熱 ヲ

來 セ リ.體温 ハ上 述 ノ如 クナ ル モ耳翼 ノ温 度

ハ體 温 ヨ リハ常ニ 低 ク,血 清 病 ノ著 シキ側 ノ

耳 翼 ノ温 度 高 シ.

 抗 原性ヲ兩 側 耳 翼ヲ 比 較 セル ニ差違 ナ シ.

 血 清 ノ新舊ニヨル 差 違 ハ認 メ難 クFleischer

u. Jonesハ19箇 月迄變 化 ナ シ ト云 ヘ ル モ,

余 ハ約3箇 年 保 存 ノ モ ノニ テ血 清 病 ヲ惹起 シ

得 タ リ,血 清 ノ働 性 及 ビ非 働 性 間 ノ差 違 殆 ド

ナ ク,強 ヒテ云 ヘ バ 働 性 血清 ノ方 血 清 病ヲ 起

シ易 キ感 ア リ.

 第3章 各 種 血 清ニ ヨル皮 膚 反應ニ 就 テ

 人ニ 於 ケル血清病惹起 ノ際馬 血清 ノ異 ナルニ從

ヒ,血 清病 ノ惹起 ノ有樣 ガ異 リ,又 血清 ノ新舊 ノ

度 及ビ人 々 ノ個性等ガ夫々關 係セル事 ヲ記述セル

ヲ見 ルモ馬 以外 ノ動物 ノ血清ニ 於テハ餘 リ記載セ

ラレズ.Fleischer u. Jonesハ6頭 ノ馬 ノ血清及

ビ免疫 血清或ハ非働性血清 ヲ注射 シ比較セルニ6

種類 ノ馬血清ハ血清病ヲ 惹起 スハ率 ハ94乃 至24%

ノ變化アリ,然 レ共同一 血清ヲ日 ヲ異ニ シテ個々

ノ動物ニ 注射 セバ反應 惹 起ニ變 化 ヲ來 シ,馬 ガ異

レバ異 ル程變 化 モ大ナ リト云 ヒ或種 ノ馬ニ テハ全

部陽性 ナルモ他 ノモ ノハ84%或 ハ55乃 至40%

ノ陽性率 ナ リト尚ホ數匹ヨ リ等量 ノ血清 ヲ取 リ混

和 シ,之 ヲ2分 シ1ハ0.35%ノ 割ニ石炭酸 ヲ加ヘ

注射 セバ35%ノ 陽性率ニ シ テ個 々 ノ免疫血清 ヲ

使用 セシ際 ヨ リモ陽性率ハ少 ク,種 々 ノ馬ノ血清

ヲ混 ジ非働 性 トナシ比較注射 スルニ働 性血清ハ血

清病惹起 ノ陽性率大ナ リト云 ヒ,尚 ホ更ニ 「ヂ フ

118



實驗的家兎血清病ニ就テ(第1囘 報告) 1695

テ リー血清」ハ血清病 ヲ起 ス陽性率ニ變 化 ナシ ト

云ヘ リ.余 ハ雌馬1頭 ヲ購入 シ初 メ麥及ビ藁 ヲ以

テ飼育 シ後豆腐糟 ヲ以テ飼 養 シ,食物ニ ヨル變化

ヲ檢セルニ同一馬 ニア ツテハ毒性 ノ變化 ヲ認ムル

事能 ハザ リキ.尚 ホ他 ノ馬 ノ血清 即チ屠殺場 ヨ リ

得 タルモ ノトノ比較 ヲセルニ馬個性ニ ヨ リ明カ ニ

差違 ヲ來 スヲ見 タ リ.

    第1節 馬 血清 ノ比 較 試 驗

第11表 3種 類 ノ 馬 血 清 比 較 表

 A,Bハ 屠牛場 ヨ リ屠 馬 ノ際,直 チニ 採 血 分離

セル 血清,Cハ 飼 養 馬 ノ頸靜脉 ヨ リ採 血 分 離 セ ル

血 清 ナ リ.上 表ニ 於テ 見 ル如 クA馬 血清 ハ52.2%,

B血 清ハ61.5%,C血 清ハ33.3%ノ 陽性率 ヲ示

シ,馬 ノ個 性ニ ヨル皮膚反應 ノ相違 著シキヲ見 ル.

   第2節 牛 血 清ニ ヨル 血 清病

第12表 牛血清注射ニ於ケル血清病

 次ニ 牛 血 清 ヲ以 テ 家 兎 血 清病 ヲ比 較研 究 セ ル ニ

牛 血 清 モpro kg 3cc或 ハpro kg 4ccニ テハ 血

清 病 ヲ惹起 セズpro kg6cc及 ビ8ccニ テ反應 ヲ現

セ リ,而 シ テ上 表ニ 示 ス ガ如 ク馬 血 清注 射 ノ場 合

ヨ リモ發 病 率 劣リ23.1%ノ 陽性率 ナ リ,Fleischer

u. Jonesハ14%ノ 陽 性 率 ヲ得,以 テ馬 ヨ リ他 ノ

動 物 ヲ以 テ免疫 血清 ヲ作 ル コ トハ 血清病 ヲ惹起 シ

難 カランカ ト推 測セ リ ト雖モ,牛 ノ個性ニ ヨリ差

違 ヲ來 スベ キハ馬 ノ個性ニヨ リ差違 ヲ來セルガ如

カラ ント思惟セ ラルルヲ以テ即斷 スルコ トハ得ザ

レ ドモ,馬血 清 ヨリ牛血清 ノ血清病惹起 ノ尠キハ

興味 アル事實ナ リ.

 第3節 「ヂ ソテ リー血 清 」 一 ヨル

      血 清
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第13表A 「ヂ フ テ リー」血清 注 射 ニ ヨル血 清 病

B 石炭酸加馬血清ニ ヨル血清病

 「ヂフテ リー血清 」ニヨル血 清病發現 率 ハ馬血清

ノミニヨ ル陽性率ニ比 シ遙ニ 高 シ,「ヂフテ リー血

清」ハ北里研究所 ノ3號1500單 位 ノモ ノヲ「ア ン

プル レ」 ヲ切 リ血清 ヲ全部混和濾過 シテpro kg

3cc, 4ccト 注射 セルニ3ccニ テ血清病 ヲ惹起セ

ルモノア リ,而 シテ此際注射 中特ニ靜脉 注射中ニ

於 テ痙攣 ヲ常ニ 起シタ リ,然 レ共注射 ヲ徐 々ニ行

ヘバ比較的輕度,且 死 スル コ ト殆 ドナシ,故ニ 血

清中 ノ石炭酸ニ ヨルモ ノナ ランカ ト推 シ,5%ノ

石炭酸 ヲ10%ノ 割合ニ馬 血清ニ 混和 シ,靜脉 注射

ヲ行ヘバ常ニ痙 攣 ヲ起セ リ,此 石炭酸加馬 血清モ

血清病 ヲ惹起 スル事ニ變 リナク,表 示Bノ如 ク靜

脉注射ニ 於 テハ55.5%,皮 下注射ニ 於 テハ50%ノ

陽性率 ヲ示ス.「ヂ フテ リー血清」ニ於テ モ將又石

炭酸加馬血清ニ 於テモ共ニ 比較的良 ク血清病 ヲ起

シ易 キ ハ,石 炭 酸 ノ刺 戟ニ ヨル影 響 ヲ モ考 慮ニ 入

ル ベ キ モ ノナ ラ ン.

   第4節 本 章 ノ總括 及 ビ考 按

 馬 ノ個 性 ニ ヨ リ血 清 病 惹起ニ 差 違ヲ 來 スモ

ノニシ テ 余 實驗 例 ニテ ハ33.3%ヨ リ61.5%

ノ間 ニア リ,Fleischer u. Jones氏 ハ24乃

至93%ノ 間ニ ア リ ト云 ヘ リ.尚 ホ牛 血 清 ハ

馬 血清 ヨ リモ血 清 病 惹 起 率 僅 少 ナ リ.コ ハ

Fleischer u. Jonos氏 モ提 唱 セ ル所 ナル ガ,

馬 ヨ リ他 ノ動 物 ヲ以 テ免 疫 血清ヲ 作製 セバ,

或 ハ血 清 病ヲ 惹 起 スル 事 ヲ少 ナ カ ラ シメ得 ベ

キカ.「ヂ フテ リー血 清」ニ ヨル血 清 病 ハ70.8%

ニ シテ正常 馬 血清ヨ リモ8.8%陽 性 率 大 ナ リ.
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 石炭 酸 加馬 血清 モ血 清 病ヲ 惹 起 シ易 ク シテ

52.7%ノ 陽 性 率ヲ 示 ス.「 ヂ フ テ リー血 清 」ニ

於 テ モ石 炭 酸 加 馬血 清ニ 於 テ モ血 清 病 惹 起 率

大 ナル ハ石 炭酸 ニ ヨル刺 戟 與 ツテ カ力 ア リ ト

云 ヒ得 ベ キカ,或 ハ馬 個 性 ニ ヨル差 違 ナ ラ ン

ヵ,Krausハ 牛 ニテ作 リ シ「ヂ フテ リー 血 清 」

ヲ193例ニ 使 用 シ4.54%ノ 血 清 病 陽 性 率 テ

得.破 傷 風ニ對 スル 牛 ノ抗 毒 素 血清ヲ 使 用 セ

ル際 モ同樣 血清 病ヲ 起 シ難 シト.Jochmann

モ亦 牛血 清 ハ馬 血清 ヨ リモ血 清 病ヲ 惹 起 シ難

シ ト,余 ノ成績 モ大體 一致 セ リ,Fleischer

u. Jonesハ免 疫 血清 モ 石炭 酸 加馬 血 清 モ血

清 病惹 起率ニ 大差 ナ シ ト結 論 ハ セル モ其 ノ實

驗 成績 中ニ 於 テ ハ,「 ヂ フテ リー血 清」ハ血 清

病 惹 起 ノ陽 性率 僅ニ 高 シト 云 ヘ ル ハ余 ノ成績

ヲ立證 スル モ ノニ シテ,余 ハ且 其 ノ上ニ 防 腐

劑ト シテ加 ヘ シ石 炭酸 モ亦 血 清 病 惹 起ニ 幾 何

カ ノ影響ヲ與 フル モ ノナ ラン ト思 考 ス.

  第4章 血清 病 ノ際ニ於 ケ ル血 液像

 人ニ 於テ體温上昇 セル時白血球數ニ變 化 ヲ來ス

ハ既知 ノ事ニ シテ尚 ホ血清病 ノ際白 血球數ニ變 化

ヲ來スハ異諭 ナキ所ニ シテ,Pirquet氏 ハ注射後

7乃 至9日 目位 ヨリ白血球過 多症起 リ,次 イデ比

較的中性多核 自血球増多ヲ 來スモ白血球總數 ハ減

少 シ白血球減少 ヲ來スモ ノト云 ヒ,Longcope氏

ハ赤發 期ニ於 テハ早 クヨ リ白面球ハ増加 シ18000

乃至20000ニ達 シ,主 トシテ中性多核白 血球増加

スルモ,後 期ニ ハ白血球減少 ヲ來 シ正常或ハ夫 レ

以下 トナ リテ單核白血球 ノ増加ヲ見 ル ト云ヘ リ.

即 チ後 期ニ ハ白 血球減少或 ハ淋巴球増 多 ヲ招來 ス

ル事ア リト Coca氏 ハ白血球減少 ノ ミナ リト云

ヒ,Mackenzie32)氏 ハ述 べテ日 ク成人ニ 於 テハ小

兒ニ 於 ケル ヨリモ白血球減 少 ノ起ルコ トハ一層不

規則ニ シテ或 ル時ハ白血球増 多 ヲ見,多數 ノ場合

ニ於 テハ面液 ノ變化 ヲ見ザ リシ ト,故ニ 人ニ 於 ケ

ル血清病 ノ際 ノ白 面球 ノ關係ハ區 々ナ リ ト雖モ大

多數ニ 於テハ白血球 ノ増多 ヲ認 メ得ベ クモ血液像

ハ不規 則 ニシテ決定的 ノモノニ非ズ ト云 ツベシ.

Fleischer u. Jonesハ 家兎ニ 大量馬 血清 ヲ注射 セ

シ後ニ於 ケル白血球數ニ 關スル實驗ニ 於 テ血清病

ヲ惹起セ シ家兎 ト全然血清病 ヲ惹起 セザ リシ家兎

トノ白血球數 ノ變化ニ餘リ 大差 ヲ認 メズシテ,寧

ロ馬血清注射後最初 ノ24時 間或ハ72時 間以内ニ

ハ白血球減少 ガ起リ,同 時ニ 中性多核 白血 球減少

ヲ起ス事屡 々ニ シテ特ニ後 者ハ屡 々ナルモ一定 不

變 ノモノニ非 ズ,此 白血球減少時期 ヲ經過 セバ白

血球増多續發 シ,中 性多核白血球及ビ淋巴球 ノ増

加 ヲ來 ス,コ ハ白血球減少 ガ血清病ニ ヨ リ惹起 セ

ラレシモノニ非 サルカ ノ感 ヲ抱 カシムルモ血清 病

ヲ起 セシモ ノニハ白血 球減少 ヲ來 シ,血 清病 ヲ起

サザ リシ家兎ニ ハ白血球減少 ヲ來サザ リシ爲ナ リ

故ニ 血清病惹起 ト全白 血球總數 或ハ中 性多核 白血

球或ハ淋 巴球 ノ總數 トノ間 ニ一定關 係 ヲ見出 ス事

ハ 不可能 ナ リト結論 セ リ.

   第1節 血 清 病前 後 ノ血 液 像

       (第14表參 照)

 人 ノ血液檢査 ハ末梢血 管 ヨ リ行ハルルモ,家 兎

ニアリテハFleischer氏 等ハ心臓ヨリ 行ヘ リ.余

ハ耳翼 ノ靜脉 ヲ穿刺 シ採血セ リ.家 兎 ノ白血球 ハ

人ニ 於ケル ト大差ナ ク7000乃 至9000ナ リ ト云 ハ

ル,下表 ニ示 スガ如 ク白血球總數 ハ略ボ7000ヨ リ

10000内 外 ナリ.然 ルニ血清病 ヲ起 セシ際 ハ増加

シ7000以 上10000或 ハ20000乃 至夫 レ以 上ニ達 シ,

平均 正常時 ハ8132ナ ルモ血清病 ヲ起 セバ19970

ニ増加 セ リ,而 シテ殆 ド血清病 ヲ惹起 セ シ際 ハ白

血球 ノ増多 ヲ來 セ リ,
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第14表 血 清 病 前 後 ノ 血 球
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血 清 病 ヲ 起 サ ザ リ シ 家 兎

 血清病 ヲ起サザ リシ家兎 ニ於テモ馬血清 ヲ大量

ニ注射 スレバ殆 ド常ニ白 血球 ノ増 多ヲ來 ス.表 示

セシモ ノノ平均 ノミ ヲ云 ヘバ平常時8450ナ ルモ

注 射 後7乃 至10日 後 ニハ14635ニ 増加 セ リ,故 ニ

6185ノ 増 加 ヲ見 ル,赤 血 球 ニ就 テ 見 ル ニ血 清病 ヲ

惹起 セ シ場 合或 ハ馬血 清 ヲ注 射 スル モ 血 清病 ヲ起
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サザ リシ際 ニモ赤血球 ニハ餘 リ變化 ヲ來サズ.白

血球 ノ種類 ニ就テ見 ルニ之又 認ムベキ變化ナ ク,

強 ヒテ云ヘバ只中性 多核白血 球増多 ノ感ナキニシ

モ非 ズ.更ニ 此中性多核白血球ハ血清病治癒期 ニ

至 レバ減少 シ,却 ツテ單核白 血球特 ニ小淋巴球 ノ

増加 ヲ來 シ,治 癒後ニ ハ淋巴球 ノ増加 ヲ見 ル.

 尚ホ血清病治癒後ニモ急激ニ 白血球 ノ減少 ヲ來

サズ,暫 クハ白血球増多 ヲ來 セル儘 ニシテ漸次減

少 ヲ來 シ正常ニ 復 スルモ ノノ如シ.

 第2節 左 右兩 側耳 翼 ノ血 液 像變 化

第15表 左 右 兩 側 耳 翼 ノ 血 球 相 關 表

左右兩側耳翼ノ症状同樣ナ リ

124



實驗的家兎血清病ニ就テ(第1囘 報告) 1701

 前述 ノ如 ク血清病惹起 ノ際兩 側耳翼ニ症状 ノ差

違ヲ 來セル際耳翼 ノ温度ハ赤發 及ビ浮腫 ノ著明ナ

ル側ニ高度 ナ リシガ,白 血球 ノ變化ニ就テ見 ルニ

赤發及ビ浮腫 ノ特ニ 著 シキ側 ノ白血球増 多 ヲ來 セ

ル事上表ニ 就テ見 ル如 ク多 シ,然 レ共白血球 ノ種

類ニ 至 リテハ大同 小異ニ シテ變化 ア リトモ認 メ難

シ,尚ホ 赤 血球數 ハ赤發 及 ビ浮腫 ノ程度ニ ハ影響

ナシ.

 兩側 耳翼ニ同程度 ノ赤發及 ビ浮腫 ヲ來 セル場合

ノ血球變 化ニ就テ 見ルニ 白血球數ニ變 化ヲ 認 メ難

ク,白 血球 ノ種類ニ モ亦變 化 ヲ來サズ,更ニ 赤血

球 ノ數ニ ハ著變 ナシ.

   第3節 本 章 ノ總 括 及ビ 考 按

人 ノ血 清病ニ 於 テ血球數 ノ變 化ヲ 來 ス事 ニ

ハ異論ナキ所ニシテ,家 兎ニ於テモ血球數 ニ

變化ヲ來スモノニシテ余 ノ實驗ニ 於テハ殆 ド

常ニ血清病ヲ惹起セバ白血球増多ヲ來ス.コ

ハ血清病治癒後ニモ尚ホ持續シ,白 血球 ノ種

類ニ ハ認ムベキ變化ナク赤血球數 ハ變化ナシ

ト云フノ外ナシ.人ニ 於ケ ル血清病ノ研究者

Pirquet氏 ハ注射後7乃 至9日 目位ヨ リ白血

球増多ヲ起 シ.次 デ中性多核白血球増多ナル

モ白血球總數 ノ減少ヲ來 スト云ヘルモ,余 ガ

家兎ニ於ケ ル實驗ニ 於テハ,注 射後白血球増

多ヲ來 シ次デ中性多核白血球増多ノ感アルモ

白血球減少ヲ來サズ.Longcopeハ 赤發期ニ

於 テハ早クヨリ白血球増多ヲ來シ,主 トシテ

中核多核白血球 ノ増多ヲ來 シ,後 ニハ減少シ
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正 常ニ 復 シ或 ハ夫 レ以 下 トナ リ,單 核 細 胞 ハ

増 加 ス ト云 ヘ ル ニ家 兎ニ 於 テ モ殆 ド一致 セ ル

感 ア リ.Cocaハ 白血球 減 少 ノ ミ ト述 ベ タ ル

ハ相 反 スル成 績 ヲ得 タ リ,Mackenzieハ 白血

球 減 少ハ一 定 不變ニ 非 ズ シテ増 加ヲ 來 ス コ ト

アル モ血 液變 化ヲ 多數 ノ場 合 見 ザ リ シ ト云 ヘ

リ.Fleischer u. Jonesハ 家 兎 ノ心臓 ヨ リ採

血 セル故 多 少 ノ變 化 ハ免 レズ トス ル モ,注 射

後24時 間 乃 至72時 間ニ テ ハ 白血 球 減 少ヲ 來

シ次 デ 白血球 増 多 ヲ來 ス,此 際 中性 多核 白血

球 ノ増 多 ヲ來 ス事 屡 々 ナ リ ト云 ヒ,後 期ニ 於

ケ ル白 血球變 化ハ一 定 セル モ ノニ ア ラズ ト云

ヘ リ,コ ハ余 モ又同 感ニ シテ,後 期ニ ハ白 血

球變 化 ハ規則 的 ニ ハ行 カザ ル モ淋 巴 球 ノ増 加

ヲ伴 フ モ ノ ト推 シ得,尚 ホ血 清 病ヲ 起 サ ザ リ

シ家 兎ニ 於 テモ,馬 血 清 ノ大量ヲ 注 射 ス レバ

殆 ド常ニ 白血球増 多 シ,白 血 球 ノ種 類ニ ハ影

響 ナ シ.血 清 病惹 起 ノ際ニ 於 ケ ル赤 血球ニ 就

テ ハ先 人 ノ業 績 殆 ドナ ク之ヲ 比 較 ス ルニ 苦 シ

ム ト雖 モ余 ノ成績ニ 徴 ス ル ニ影 響 殆 ドナ ク或

モ ノニ テハ増 加 シ,或 モ ノ ニテ ハ減 少 シ區 々

トシテ一 定 セザ ル モ ノ ノ如 シ.

     第5章 總 括 及ビ 考 按

 動 物 ノ血清 病ニ 就 テ ノ研 究發 表 ハ僅 カ ニ,

Fleischer u. Jones氏ニ 過 ギズ,故ニ 主ト シ

テ氏 等 ノ成績ト 比 較 セ ン トス.

 反應 顯 著 ナ ル血 清 病 ハ十數 日間 持續 セ ルモ

ノア リ,血 清 病 ノ陽 性 率 ハ62%ニシ テ,彼 等

ヨ リモ6.9%劣レ リ,性 別 ニ ヨル血 清病 惹 起

ノ差 違 或 ハ體 重ニ ヨル血 清 病 惹 起 率 ノ差 違 モ

亦 認 ム ル能 ハズ.

 血清 ハ靜脉 内,皮 下,腹 腔,何 レノ部 位 ニ

注 射 ス ル モ血清 病 ヲ惹 起 スル モ ノニ シテ,其

ノ差 違餘 リ認 メ難 ク,血 清 病 惹 起 ノ注 射 量 ハ

5cc以上ヲ 可 トシ6ccニ 於 テ最 モ良 ク反應 ヲ

現 セ リ.

 血 清 病 ハ注射 後4乃 至6日ニ シテ最 モ良 ク

惹 起 シ得 ベ ク人 ノ血清 病 ノ潜 伏 期 ト略 ボ相 似

タ リ,即 チPirquet u. Schickハ6乃 至10

日,Cocaハ8日 以 内,Sturtevantハ5乃 至

9日 ト云 ヘ ル ガ如 シ.

 血 清 病 ノ持續 日數 ハ其 ノ惹 起 セル症状ニ ヨ

リテ 差違 アル ハ 勿 論ニ シテ9乃 至13日 間 持

續 セル事 ア リキ.尚 ホ血 清病 ハ海〓ニ モ惹 起

シ得 ベ ク家 兎 ヨ リモ 陽性 率 低 ク,症 状 ハ家 兎

ニ似 タ リ.

 血 清 病 ノ際體 温 ノ上 昇 ハ學 者 ニ ヨ リ區 々ニ

シ テ24%或 ハ50%ニ 上 昇 ス ト云 ヘ ル モ,余

ノ際ニ 於 テ ハ殆 ド常ニ發熱ヲ 來 セ リ,又 耳 翼

ノ温 度 モ上 昇 ス レ共體 温 ヨ リ低 シ.

 抗 原性 ハ血 清 病ヲ 惹起 セル モ,セ ザ ル モ差

違 ナ シ,コ ハKhorazoモ 云 ヘ ル所 ナ リ.

 馬 血清 ノ新舊 ニ ヨル 差 違 ハ認 メ難 ク,約3

箇 年前 ノ血 清 モ血 清 病 テ惹起 セ リ,Fleischer

u. Jonesハ19箇 月迄變 化 ナ シト 云 ヘ ル ガ尚

ホ夫 レ以 上貯 蔵 セル モ ノ モ血 清病ヲ 惹 起 シ得

ル モ ノ ノ如 シ.

 馬個 性 ニ ヨ リ血 清 病ニ 差 違ヲ 來 スモ ノ ニ シ

テ33.3%ヨ リ61.5%間ニ ア リ.Fleischer u.

Jonesハ尚 ホ差 大 ニ シテ24乃 至93%ノ 差 ア

リ ト云ヘ リ.

 牛 血 清ニ テ モ血 清 病ヲ 惹 起 スル モ ノナ リ,

然 レ共其 ノ陽 性率 ハ低 ク23.1%ナ リ,故ニ 馬

以 外 ノ動 物ヲ 以 テ免 疫 血 清ヲ 作製 セバ或 ハ血

清 病ヲ 起 ス事 少 ナ カ ラ ンカ.
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 「ヂ フテ リー血 清 」ニ ヨル 血清 病 ハ70.8%ニ

シテ正 常 馬血 清 ヨ リモ8.8%陽 性 率 高 シ,石

炭 酸 加 血清 病ヲ 惹 起 シ易 ク,其 ノ陽 性 率低 キ

事 正 常 馬 血清 ヨ リモ9.7%ナ リ,コ ハ石 炭 酸

自 己 ニ ヨル影響ト 見做 シ得 ベ キモ ノ カ,或 ハ

馬 個性 ニ ヨル差 違 ナ ランカ斷 ジ難 ケ レ共,血

清 病發 現ニ 相 當 ノ影響 アル モ ノ ノ如 シFlei-

scher u. Jonesハ「 ヂ フテ リー血 清 ハ」血 清

病ヲ 起 シ易ケ レ共 防腐劑 ニ ヨル影 響 ナ シ ト云

ヘ リ.

 次 ニ ハ血 清 病 惹 起 ノ際 血 球數ニ變 化 ヲ來 ス

コ トハ異 論 ナ ク,血 清病ヲ 惹起 セバ 殆 ド常 ニ

白 血球 ノ増 多ヲ 來 シ,白 血球 ノ種 類ニ ハ著 變

ヲ認 ム ル コ ト能 ハズ,人ニ 於 テ モ 白血球増 多

ヲ來 ス モノニ シテ,Pirquetハ7乃 至9日 目

ヨ リ白 血球増 多ヲ 來 シ,次 デ 中性 多核 白血球

増 多 ナ ル モ 白血 球總數 ノ減 少ヲ 來 ス ト云ヘ ル

モ,余 ノ實驗ニ 於 テハ血 清 病 ヲ惹起 セバ 白血

球 増多ヲ 來 シ,中 性多 核 白血 球増 多 感 アル モ

白血球 ノ減 少ヲ 來 サ ズ,Long copeハ 赤發 期

ニ ハ早 ク ヨ リ.主 トシテ 中性 多核 白血球 ノ増

多 ヲ來 シ遲 クナ レバ正 常ニ 復 スル カ或 ハ夫 レ

以 下 トナ ル ト云 ヘ リ,Cocaハ 白 血球 減 少 ス

ル ノ ミニ シテ増 加 スル事 ナ シ ト,Mackenzie

ハ白 血球 減 少ハ一 定 不變 ノモ ノ ニ非 ズ シテ
,

増多ヲ 來 ス コ トアル モ血 球變 化ヲ 多數 ノ場合

見 ザ リシ ト云 ヘ リFleischer u. Jonesハ 家

兎 ノ心臓 ヨ リ採血 セル故 多 少 ノ變 化 ハ免 レズ

トスル モ,注 射 後 ハ減 少 シ次デ 白血球 ノ増 多

ヲ來 シ,中 性 多核 白血球 ノ増多ヲ 來 ス事 屡 々

ナ リ ト云 ヒ,且 後 期ニ 於ケ ル變 化 ハ規 則 的 ナ

ラズ ト,余 ノ成 績 モ略 ボコレ ト一致 シテ殆 ド

常ニ 白 血球 ノ増 多ヲ 來 シ,後 期 ニ ハ 白血 球變

化ハ規則的ナラザルモ淋巴球ノ増多ヲ見ル事

多 シ.

 尚ホ血清病ヲ惹起セザリシ家兎ニ於テモ馬

血清ノ大量ヲ注射セバ白血球 ノ増多ヲ來セ共

白血球 ノ種類ニハ影響ナシ.

 赤血球ニ就テノ業績少ク比較 シ難ケ レ共,

血清病ヲ惹起スル ト,セ ザル トニ拘 ラズ,變

化ナシ.

      第6章 結 論

 叙上ノ成績ヲ結論 スルニ次ノ如 シ.

 1. 馬血清pro kg 5cc以 上ヲ家兎或ハ海

〓ニ注射 セバ血清病ヲ惹起ス,其 ノ陽性率ハ

62%ナ リ.

 2. 性別,髓 重ニヨル血清病惹起 ノ差違ヲ

認メズ.

 3. 靜脉 内ノ皮下及 ビ腹腔何 レノ部位ニ注

射 スルモ血清病ヲ惹起 シ得.

 4.血 清病ハ注射後4乃 至6日一 シテ惹起

スルモノ多 シ.

 5. 血清病ノ持續日數 ハ其ノ症状ニ ヨリ差

違アリテ長 キハ13日 間持續 セリ.

 6. 血清病ヲ惹起 セバ體温ハ常ニ上昇 ス.

 7. 保存セル馬血清ニ ヨリテモ血清病 ヲ

發來シ.3年 前ノ馬血清 モ血 清病ヲ 惹起 セ

リ.

 8. 馬個性ニ ヨリ血清病惹起率ニ 差違 ア

リ.

 9. 牛 血 清モ 亦 血 清 病ヲ 惹 起 シ得 ル モ其 ノ

陽性 率 ハ馬血 清 ヨ リモ低 シ,即 チ其 ノ陽 性 率

ハ23.1%ナ リ.

 10.「 抗 ヂ フテ リー馬 血清 」ノ血 清 病 陽 性 率

ハ70.8%一 シテ正 常 馬 血 清 ヨ リモ 高 シ.
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 11. 石 炭 酸 加 馬 血清 ノ血 清 病 陽性率 ハ52.7

%ナ リ.

 12. 血 清 病ヲ 惹起 セバ 白血球 増 多ヲ 來 セ ド

モ白 血球 ノ種 類ニ變 化ヲ 認 メズ,又 赤 血 球 モ

變 化 ナ シ.

 本論 文 ノ要 旨ハ第5囘 日本聯合衛生學 會總

會席上ニ 於テ發表 セ リ.

 擱筆スルニ當リ 終始御懇篤ナル御指導 ト御

校閲 ヲ賜ハ リシ恩師緒 方教授ニ衷心 ヨリ感謝

ノ意 ヲ表 スルト共ニ,多 大 ノ御助言 ヲ賜 ハシ

リ大田原助教授ニ 深謝 ス.
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